
様式２ 

２０２１年度 「学生プロデュース」実施結果報告書 
 

１ プロジェクト名 

「繋 ～今こそ広がれ大教生の輪～」 

２ 実施日程 

 

12月２３日～ 冊子設置・配布 

３ 実施内容 

 

 コロナ禍で学内の交流が希薄になっており、学生の中でも情報格差が生まれています。 特に私たち１，２回生は大学に

入ってから、学科内での交流以外に人と関わる機会がほとんどなかったため、まだまだ知らないことが沢山あります。 

そこで、なにか人と人が繋がる機会を作れないかと考えていました。  

今回私は、「大教で活躍する大教生」に注目しました。その学生たちの活動をまずは知ってもらい、その団体の人数が

増加することによって活動が盛んになったり、つながりが広がってほしいと考えました。 

  

今回協力して頂いたのは「ICT 教育支援センター」「障がい学生修学支援ルーム」「外国語学習支援ルーム」

「DAIKYO PRESS」の４団体で、それぞれインタビューを行いました。 

 

インタビューの内容を見やすく Q＆A 方式でまとめ、清書しました。また、それに加えて、来年度は沢山の人が学生プロ

デュースに参加してほしいという気持ちを込めて、学生企画の紹介ページも作成しました。 

 

 冊子が完成した後、大学の各地に設置し、自由に見てもらえるようにしました。また、協力して頂いた団体に出向いて冊

子を渡し、お礼のあいさつに行きました。ただ、図書館にはコロナ感染防止対策のため、冊子を配置することができません

でした。 

 

 

 

４  新型コロナウイルス感染拡大防止の工夫 

 

インタビューは ZOOMにて行いました。 

 

 

 

 

５ 経費の使途 

事   項 数 量 単  価 合計金額 備  考 

コクヨ（中厚口）両面 セミ光沢 100

枚入り 
７ ２０７９ １４５５３  

     

     

     

     

合  計   １４５５３  



 

 

６ プロジェクトの成果 

 

協力して頂いた団体の方からは「魅力を沢山紹介して頂きありがとうございます」という言葉を受け取っ

た。なかなかスポットが当たっていなかった「大教で活躍する大教生」を、たくさんの人に知ってもらえる

良い機会となったと思う。 

 

何度か手に取ってくれている学生を見かけることができたのも、嬉しく思う。 

また、実際に冊子を見た学生から、「初めて知ることが沢山あって面白かった」とも言ってもらえた。まだ

配布から期間もたっていないので具体的にはわからないが、1人でも４つの団体に所属してくれる学生が増

えたらいいなと思う。 

 

また、私が参加した 12 月 25 日の「大教大キューピッド」の場でも、来ている高校生に自由に手に取って

みてもらえるように設置して頂いた。私が担当したクラスでは、高校生に少しだけ作成の意図を話すことが

できた。そこでは、「一人でもこのようなことを成し遂げられるのは行動力があってすごい」と言ってもら

うことができ、教師を志す高校生に少し影響を与えることができたと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


